
年
11
月
に
、
関
西
四
大
学
（
同
志
社

大
学
、
関
西
大
学
、
大
阪
大
学
、
大

阪
市
立
大
学
）
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、

テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約

20
名
が
集
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

い
う
よ
り
、
現
役
時
代
さ
な
が
ら
の

真
剣
勝
負
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
見
事
同
志
社
大
学
が
優
勝
し
ま

し
た
。
左
の
写
真
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
も
揃
え
た
そ
の
時
の
雄
姿
で
す
。

連  載   ⑬

ン
テ
ニ
ス
」
と
し
て
確
立
し
た
こ
と

に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
年
は
、
同
志
社
の
創
立
者　

新

島
襄
先
生
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国

し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

１
８
７
８
年
に
日
本
に
テ
ニ
ス
を
紹

介
し
た
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
の

リ
ー
ラ
ン
ド
博
士
は
、
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
の
出
身
者
。
ま
た
同
志
社
に
近

代
テ
ニ
ス
を
紹
介
し
た
人
物
は
、
新

島
先
生
か
ら
受
洗
し
、
同
志
社
と
早

稲
田
で
活
躍
し
た
安
部
磯
雄
先
生
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。１
９
０
５
年
、

同
志
社
運
動
部
規
則
が
制
定
さ
れ
た

年
に
、
テ
ニ
ス
は
正
式
な
部
と
し
て

発
足
致
し
ま
し
た
。

誇
れ
る
部

　

先
日
、
大
学
卒
業
以
来
約
40
年
ぶ

グ
シ
ョ
ッ
ト
が
エ
ー
ス
に
な
り
、
同

志
社
大
学
が
１
部
リ
ー
グ
に
昇
格
す

る
瞬
間
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
40
年

間
、同
志
社
大
学
テ
ニ
ス
部
男
子
は
、

紆
余
曲
折
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
関

西
１
部
リ
ー
グ
で
戦
っ
て
き
て
い
ま

す
。
１
９
８
４
年
、
８
５
年
、
８
８

年
か
ら
９
１
年
ま
で
関
西
１
部
リ
ー

グ
で
優
勝
し
、
全
日
本
大
学
対
抗
テ

ニ
ス
王
座
決
定
戦
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
昨
今
で
は
２
０
１
３
年
に
王
座

に
出
場
し
、
慶
應
義
塾
大
学
に
４
対

５
の
僅
差
で
惜
敗
し
、
全
国
第
３
位

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
女
子
も
９
０
年
に
念
願
の
１

部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
、
紆
余
曲
折
は

あ
る
も
の
の
、
２
０
１
９
年
に
は
１

部
リ
ー
グ
に
復
帰
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
部
員
数
約
50
名
で
、
王
座
出

場
を
目
指
し
、
京
田
辺
のコー
ト
で
鍛
錬

と
精
進
を
積
み
重
ね
て
お
り
ま
す
。

創
部
１
９
０
５
年

　

近
代
テ
ニ
ス
は
１
８
７
４
年
（
明

治
７
年
）
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
「
ロ
ー

　
体
育
会
テ
ニ
ス
部
は
、
慶
應

義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
に
次

ぐ
、
日
本
で
は
３
番
目
に
歴
史

あ
る
部
で
す
。「
文
武
両
道
」
を

つ
ら
ぬ
き
、「
良
心
」
と
「
自

由
」
の
同
志
社
ス
ピ
リ
ッ
ト
で

学
生
を
育
成
し
、
自
分
自
身
で

も
、ま
た
家
族
に
も「
誇
れ
る
部
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

り
に
、
当
時
戦
っ
て
い
た
関
西
学
院

大
学
、
甲
南
大
学
、
京
都
大
学
の
仲

間
と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
同
志
社
の
選
手
は
、

い
つ
も
礼
儀
正
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
に
の
っ
と
り
、
試
合
を
し

て
い
て
も
、
気
持
ち
良
か
っ
た
よ
。

え
え
や
つ
が
多
い
よ
な
。」
と
言
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
は
同
志
社
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
あ
る

「
良
心
」
と
「
自
由
」
の
教
育
を
受
け

て
き
た
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
な
の
で
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
、
毎
日
練
習
を
重
ね
て
き
て
い
ま

す
。
た
だ
、同
志
社
は
「
文
武
両
道
」

を
求
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
も
、
勉
強

に
も
注
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
よ

う
な
人
間
教
育
も
受
け
て
き
て
お
り

ま
す
。
社
会
人
に
な
り
、
会
社
で
幹

部
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、
ま
た
結
婚

し
、
家
庭
を
築
い
て
い
く
。
そ
の
よ

う
な
と
き
に
、
テ
ニ
ス
部
で
学
ん
だ

こ
と
が
活
か
さ
れ
、
自
分
自
身
も
、

ま
た
家
族
に
も
「
誇
れ
る
部
」
で
あ

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
志
社
東
京
校
友
会
副
会
長
の
港

章
氏
（
75
年
・
工
）
が
テ
ニ
ス
部
の

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
会
長
も
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
間
の
親
睦
を
深
め

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
２
１

団体概要
【団体名】
同志社大学体育会
テニス部ＯＢＯＧ会

【設立年月日】
1905年

【代表者】
会長　港　章（1975年・工）

【会員数】
600名

【連絡先】
s.higuchi0531@outlook.jp
樋口眞一 (1983 年・経）

こ
の
一
球

　
「
こ
の
一
球
は
絶
対
無
二
の
一
球

な
り
」　

　

こ
れ
は
、
第
１
回
全
日
本
庭
球
選

手
権
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
福
田
雅
之
助
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

　

目
を
閉
じ
る
と
、
は
っ
き
り
と
、

私
の
人
生
の
中
の
、
こ
の
一
球
が
歓

声
と
と
も
に
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。そ
れ
は
１
９
８
２
年
４
月
８
日
、

関
西
学
生
大
学
対
抗
庭
球
リ
ー
グ
戦

の
入
れ
替
え
戦
で
、
２
部
リ
ー
グ
優

勝
の
同
志
社
大
学
と
大
阪
大
学
と
の

試
合
で
、
川
勝
幹
夫
選
手
（
83
年
・

経
）
の
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
の
パ
ッ
シ
ン

同志社テニス　Since1905

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

創
部
２
０
０
年
の
大
計
に
向
け
て

副
幹
事
長

樋
口
眞
一（
83
年・経
）

四大学 OB 戦
（左から大矢、樋口、港、河島、角田、善野、和地）

若
草
萌
え
て

　

昨
今
ス
ポ
ー
ツ
に
注
力
し
、
有
望

高
校
生
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
い
る
大
学

が
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
同
志
社

大
学
は
「
文
武
両
道
」
の
精
神
を
貫

い
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
部
の
み
な
ら

ず
、
同
志
社
大
学
ス
ポ
ー
ツ
が
活
躍

す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

「
男
々
し
く
立
て　

同
志
社
」

6

Tokyo
JournalDOSHISHA


